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1 月の 農作業

水稲除草剤の使用 農薬安全使用のポ イ ント
散布時の体調管理
・散布作業は朝夕の比較
的涼しい時間を選びま
しょう。

・体調がすぐれない日、
風の強い日は、散布作
業をやめましょう。

・2時間以上の長時間散
布はやめましょう。

農薬管理
・散布液が残らないように調整を行い、調整した薬
液は使い切りましょう。

・農薬は専用の保管庫
を設けて、必ず鍵を
かけて保管しましょ
う。

・農薬は絶対に他の容
器に移さないでくだ
さい。

飛散（ドリフト）防止
・周辺の環境や風向きも十分考慮し、農薬が飛散（ド
リフト）しないように注意しましょう。

・農薬の使用に当たっては、地域住民に迷惑をかけ
ないように気を配
りましょう。

・薬剤が河川、湖沼、
養殖池等へ飛散ま
たは流出しないよ
う注意しましょう。 

散布後の体調管理
・休憩時や散布作業後は
必ず手や顔を石けんで
よく洗い、うがいをし、
衣服を替えてください。 

・作業後は入浴して全身
をきれいにし、肝機能
が低下している場合が
あるため飲酒を控え、
栄養のある食事をとっ
て早く寝ましょう。

散布時の装備確認
・作業中正しい装備、
服装で散布作業をし
ましょう。

・散布液を調整する時
も、ゴム手袋やマス
クを必ず着用しま
しょう。

体調に異変を感じたら
・作業中や散布後、体に異
常を感じたら直ちに作業
を止め、医師の診断を受
けましょう。（その際に
は、散布作業の内容と使
用農薬名を告げてくださ
い。）

表示ラベルの確認
・使用前には農薬の袋やラベルの使用方法、使用上
の注意など必要な
注意事項をよく読
み正しく使いま
しょう。

・特に散布しようと
する作物に対する
登録の有無は必ず
確認してください。 

防除衣
保護メガネ

長グツ

ゴム手袋

国家検定合格マスク

農薬は適正に使用すれば安全な資材ですが、
適切に使用されないと周辺環境に
危害を及ぼす恐れがあります。

農薬を使用する際には使用基準を守り、
適正使用を心がけましょう。

　水稲除草剤は種類（剤型）によって、圃場条件の向き不向きがあります。
　特に初期・中期除草剤を含む大半の除草剤は水を溜めておくことが大切なので、水管理に注意してくださ
い。

　初中期除草剤は土が露出すると除草剤の成分が雑草に触れなく
なるので除草効果が低下します。安定した効果を得るために次の
ことに注意して水管理を徹底してください。

　①代掻きを丁寧にし、田面を均平にする

　②天気の良い日を選び、気温の低い日は散布を避ける

　③除草剤の使用量・使用時期を守る

・落水して水がない状態での処理（足形水程度）。
・中期除草剤や後期除草剤で用いられる。
・雑草の茎葉に付着するように散布し、処理後は２～３日落水状態を保つ必要があるため、中干し期に合わせ
た処理が効果的。

・雑草の発生している部分だけに処理することも可能。

※中後期に水の確保が難しい圃場の場合、こちらの剤の方が効果的です。

落水散布の除草剤
バサグラン粒剤、クリンチャーバス M E 液剤などバサグランが含まれる剤

除草剤の散布方法

　水田に水を溜めて農薬を散布する方法で、水稲用除草剤では一般的な使用方法です。
・除草剤成分が水中で拡散して均一な処理層が形成され、雑草の発生を抑える。
・散布後3～4日は水深5cm程度の潅水状態を保ち、7日間は落水、かけ流しはしないようにする。
・土が露出すると安定した効果が得られず、露出個所から雑草が発生しやすくなるため、水を十分に確保す
るようにしてください。

※初期除草剤のエンペラージャンボなどのジャンボ剤は成分が水面を広がっていくので、水面に藻があった
り、風が吹いている状況では除草剤が広がらなかったり、偏ったりします。このような状況になりやすい
圃場では粒剤を散布される方が効果が安定します。

湛水散布の除草剤
ショキニーフロアブル、エンペラージャンボ・１キロ粒剤、マメットSM １キロ粒剤、
セカンドショットSジャンボ、トドメ１キロ粒剤、シアゲ １キロ粒剤
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農薬は適正に使用すれば安全な資材ですが、
適切に使用されないと周辺環境に
危害を及ぼす恐れがあります。

農薬を使用する際には使用基準を守り、
適正使用を心がけましょう。

■2月初旬から中旬にかけ各農会を通じて令和3年度の肥料農薬注文用紙を配布します。各圃場に適した
注文をお願いします。

　水稲除草剤は種類（剤型）によって、圃場条件の向き不向きがあります。
　特に初期・中期除草剤を含む大半の除草剤は水を溜めておくことが大切なので、水管理に注意してくださ
い。

　初中期除草剤は土が露出すると除草剤の成分が雑草に触れなく
なるので除草効果が低下します。安定した効果を得るために次の
ことに注意して水管理を徹底してください。

　①代掻きを丁寧にし、田面を均平にする
　②天気の良い日を選び、気温の低い日は散布を避ける
　③除草剤の使用量・使用時期を守る

除草剤の散布方法

湛水散布の除草剤
ショキニーフロアブル、エンペラージャンボ・１キロ粒剤、マメットSM １キロ粒剤、
セカンドショットSジャンボ、トドメ１キロ粒剤、シアゲ １キロ粒剤

　水田に水を溜めて農薬を散布する方法で、水稲用除草剤では一般的な使用方法です。
・このタイプでは粒剤とジャンボ剤が多く使用されています。
・どちらのタイプも水持ちがポイントとなります。散布後3～4日間は5cm程度の水を保ち、7日間は落水、
かけ流しを行わないようにしてください。

※粒剤
　除草成分が水中で溶け、拡散し土の表面に均一な処理層を形成し雑草の発生を抑えます。

※ジャンボ剤
　近年、畔から投げ込む手軽な散布方法により、多く利用されるようになってきました。ジャンボ剤は、粒
剤のように水中に溶け込み、土の表面に処理層を形成し除草するのではなく、水面に膜を張り、雑草の発
生を抑えます。このため、藻が発生した圃場や、風の強い日の散布は田全体に広がらず効果が弱くなって
しまいます。

・落水して水がない状態での処理（足形水程度）。
・中期除草剤や後期除草剤で用いられる。
・雑草の茎葉に付着するように散布し、処理後は２～３日落水状態を保つ必要があるため、中干し期に合わせ
た処理が効果的。

・雑草の発生している部分だけに処理することも可能。

※中後期に水の確保が難しい圃場の場合、こちらの剤の方が効果的です。

落水散布の除草剤
バサグラン粒剤、クリンチャーバス M E 液剤などバサグランが含まれる剤
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